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評価対象施策：

№ 対象事業名

1 －

2 －

3 －

4
児童相談体制強化プラン推
進事業費（36632）

5
児童相談所運営管理費
（20358）

6
児童相談所運営管理費
（20358）

-
家庭児童相談員費
（20362）

7
児童虐待防止対策事業費
（23695）

8
児童虐待防止対策事業費
（23695）

9
一時保護関係費
（20359）

10
児童自立支援施設運営費
負担金（20364）

11
児童家庭支援センター運営
費補助金（23542）

12
児童養護施設運営費等補
助金（36401）

13
ファミリーホーム整備費補助
金（36329）

　今後の課題に、「定員の拡充」と「環境整備」とあるが、現時点で考えられ
る定員数や整備項目、必要経費などについて教えてください。

　措置費で負担しきれない法定外費用とは、どのようなものですか。

　48時間以内の安否確認体制として、児童家庭支援センターと児童相談
所の役割分担を教えてください。
　また、今後のセンター数の拡大についての展望を教えてください。

　支出対象となった2カ所の選定理由と具体的な補助内容を教えてくださ
い。

　対象施設の内訳（施設の種別、施設数等）と補助金支出の内訳・根
拠(理由)について、説明してください。

　オレンジリボン地域協力員により、早期発見等につながった件数など、どのよ
うな成果があったのかを教えてください。

　複数の相談窓口がありますが、各窓口の対象や対応内容、相談体制
（職種、人数、常勤・非常勤別）等を体系的に示してください。
　また、相談を受けてからの事務の一連の流れ、各窓口間の役割分担、連
携状況を教えてください。

　近時の地方分権改革（義務付け・枠付けの緩和）への対応状況を教え
てください。

　子どもホットラインの事業費の内容、認知度の向上に向けた具体策につい
て教えてください。
　また、児童家庭支援センターでも24時間の相談を実施していますが、子ど
もホットラインを設置した理由、需要を教えてください。

　心理療法士等人件費の内訳について説明してください。

　課題として、「地域・市民との連携をより強化していく必要がある」とのことで
すが、地域や市民に何を求めていきたいと考えているのですか。

平成24年度札幌市行政評価委員会外部評価ヒアリング②
評価対象事業への事前質問事項一覧

1-2-2　健やかな育ちの推進
質問事項

　児童相談所で行っている事業とその実施体制、各事業の必要性につい
て、説明してください。

　オレンジリボン地域協力員と児童心理司、児童虐待対応協力員の役割を
教えてください。また、それぞれどのような人がなり、人数は何名ですか。
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№ 対象事業名 質問事項

14 里親関係費（20360）

15 里親関係費（20360）

-
補助金（里親）
（20366）

　里親に対する支援（人的・物的・財政的）の内容を教えてください。
　また、児童一人あたりのコストが施設より有利とのことですが、内訳等により
具体的に示してください。

　里親委託率が上がっている理由を教えてください。
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